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火山系暗赤色土の生成ならびに分類に関する研究(第 1 報)

一天城および熱海地域の火山系暗赤色土の理化学的

および鉱物学的性質-

山家富美子山・八木久義山

Fumiko YAMBE and Hisayoshi YAGI : Genesis and Classi五cation

of Volcanogenus Dark Red Soils 1 

-Physical, chemical and mineralogical properties of Volcanogenus dark red soils 

of Amagi and Atami districts in Shizuoka prefecture-

要旨:暗赤色土群は 3亜群に区分され，その中の火山系暗赤色土は火山による熱水風化を受けた赤
色の母材から生成されたもので，火山性の地層に伴って分布している。この土壌に関する調査事例は
きわめて少なく，その性質さえまだ充分把握されていない。筆者らはまず手初めに下記の 2個所につ
いて検討した。

すなわち制珂県下の天城湯ケ島町の南方の火山性丘陵地の変質帯内および熱海市北方の岩戸山中腹

の火山地において，下層がH音赤褐色~赤褐色を呈する火山系H音赤色士を尿取し，それらの理化学的お
よび鉱物学的性質を調べた。
その結果両土壌の AoJ習の堆積状態，表層の土壌構造， C および N 含有率， pH，遊離鉄の活性度
などは現在の自然環境条件とより密接な関係が認められた。粒径組成，孔隙組成，塩基置換容量，塩
基飽和度，遊離酸化鉄の宅成程度や形態などは，いずれも両土撲の母材である熱水風化を受けた安山
岩類および玄武岩類とより密接に関係しており，両土壊とも褐色森林土地帯内に発達した成帯内性土
壊と判定された。また両土擦を，それらと形態的に類似する赤色士やその他の暗赤色土と比較すると，

遊離酸化鉄の生成や結晶化の温度ではほぼ軌をーにしていたが，塩塞置換容量や虚基飽和度では赤色

土より大きいものがあり，また物理性ではその他の暗赤色土より良好であった。

1.はじめに

25",36 

わが国の火山地には，熔岩流，火砕流および火山泥流などの火山性の地層に伴われて，暗赤紫色~赤褐

色を呈する土壌が局所的に分布している。それらは火山活動に伴う熱水風化により暗赤紫色~赤褐色とな

った母材から発達した土壌であると考えられることから， I林野土壌の分類(1975 年)Jめにおいては， そ

れらを古土壌である赤色土と区別し暗赤色土群に含め，火山系暗赤色士亜群として分類している。

形態的には古土壌で、ある赤色土あるいは塩基性岩や超塩基性岩ならびに炭酸塩質岩石を母材とする暗赤

色士に類似していながら，それらとは全く異なった条件下で、生成されたと考えられる火山系暗赤色土に関

しては，現在まで 2 ， 3 の研究成果5)10)11) しかなく，その性質などについては不明な点が多い。

そこで火山活動に伴う熱水風化により暗赤紫色~赤褐色となった物質から発達した火山系暗赤色土の性

質を明らかにするとともに，それらの生成の解明や分類に資するため，富士火山帯に属する天城および熱

海両地域で採取した赤褐色~暗赤褐色を呈する土壌について，その理化学的および鉱物学的性質を調べた。

1984 年 10 月 18 日受理

(11 (21 土じよう部
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2. 調査地の概要

調査地は Fig.l に示すように，静岡県田方郡天城湯ケ島町の南方に位置する海抜 500~600m の火山性

丘陵地と，同県熱海市から北北西へ 6km 程の所に位置する岩戸山(海抜 724.3 m) の中腹であり，いずれ

も富士火山帯に属する火山地16)である。前者は東京営林局管内天城事業区 97 林班に，主た後者は同局管内

平塚事業区 25 林班に位置している。

両地域の地質は，前者は新第三紀中新世の湯ケ島層群と猫越緑色安山岩類およびそれらを不整合に覆う

鮮新世の猶越輝石石英安山岩類からなり 1) 後者は新第三紀の天照山玄武岩類とそれらを不整合に覆う第

¥ 
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熱海風

。 10 

Fig. 1.試料採取筒所

20km 

(No. 1~2は Profile No.) 

Location of sampling sites. 

Table 1. 気象デ-)'

Meteorological data. 

| 年降水量 1 

2r tmまぷふ ! (mm) l 温量指数
r------- Annual ......uu. I Warmth 

Jd品~I占.....~........~高!晶一一旦 lFZfZaべ i-x
average r'--" …一一 l' 一一一一一tIon

14.7 I 38.0 - 9.0 I 山 118
観測地(静岡県天城湯ケ島町湯ケ烏)
(1941~19均年の平均値)

四紀の湯河原火山に由来する安山岩熔岩か

らなるお. そして両地域ともその後の火山

活動に伴う火山灰によって多かれ少なかれ

被覆されている。

したがって，天城湯ヶ島町の火山性丘陵

地では，火山灰を母材とする褐色森林土が，

また熱海市の岩戸山中腹では，主として火

山灰に由来する黒ボグ土が優先しているヘ

両地域とも温暖多視で，特に冬期間の気

温は比較的高いようである。天城湯ヶ島町

湯ヶ島(北緯 34
0

53.3'， 東経 138
0

55.8' ，

海抜 220m) における観測デ}タ 6) によれ

ば， Table 1 のように年平均気温 14.70C，年

降水量は 3155mm そして温量指数 118.0

であり，両地域とも森林帯区分では，暖温

帯北部に属するものと思われる九そして

現在湯ケ島町の火山性丘陵地の調査地は，

クロマツ，アカマツおよびコナラの二次林

に，また岩戸山中腹の調査地はヒノキの造

林地となっている。

3. 土壊調査および分析方法

前述のように両調査地周辺では，主とし

て火山灰を母材とする褐色森林土あるいは

黒色土が分布しているので，それら火山灰

が削剥され，基岩である安山岩熔岩および

玄武岩熔岩を母材とする残積土の分布がみ

られる尾根上において調査を行い，下層土

がにぶい赤褐色~陪赤褐色を呈する地点に
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おいて，定法14)に基づいて断面を設定し試料を採取した。

土壌の分析は，国有林林野土壌調査方法書H) に基づいて，自然状態における理学性，粒径組成， pH およ

び置換酸度 (Y1) を測定したほか，土壌養分分析法的に基づいて塩基置換容量(以下 CEC と記す)を定

量しその浸出液を用いて置換性カルシウムおよびマグネシウムを原子吸光光度法によって，また全炭素

と全窒素は C-N コーダーによりそれぞれ定量した。

遊離酸化鉄およびアルミニウムについては， Tamm 法15) (酸性シュウ酸塩溶液抽出法)および Mehra

Jackson 法9) (ジチオナイト還元法)に準じて，細土からの抽出液を混酸で処理した後， 原子吸光光度法

により定量した。また全鉄およびアノレミニウムは細土を灼熱処理後，硫酸一過塩素酸 弗化水素酸処理で、

溶解し原子吸光光度法により定量した。

粘土鉱物の同定は， X線回折(有機物分解後，各種処理粘土，定方位)によった。

4. 土壌調査と分析の結果および考察

4-1 土壊の産状

湯ケ島町南方の天城事業区 97 林班の火山性丘陵地においては，湯ケ島層群と猫越緑色安山岩類とを不整

合に覆っている猫越輝石石英安山岩類が，その後の火山活動に伴う熱水風化によりかなり広範閥に変成を

受けている 1)。そのような変質帯内では猫越輝石石英安山岩類が局所的に黒緑色， 白色ないし暗赤褐色に

変質しており，そのうち陪赤褐色を呈する変質安山岩類が地表に露出している尾根部などにおいては，下

層土が暗赤褐色を呈する土壌の分布がみられる。

今回分析に供した天城事業区の火山性丘陵地での土壌(以後天域土壌と呼ぶ)は，そのような変質帯内

の尾根部の肩において，熱水風化により暗赤褐色を主する猫越輝石石英安山岩類を母材とする土壌を採取

したものである。

また熱海市北方の岩戸山中腹の火山地においては，湯河原火山に由来する安山岩熔岩が流下堆積した際

の熱水風化により，それ以前に堆積していた天照山玄武岩類の表層部が変質を受け，暗赤褐色に変化した

ものがかなり広範囲に分布している。そのような暗赤褐色を呈する玄武岩類がその後の削最!j作用により地

表に露出した尾根部などでは，局所的に下層土が暗赤褐色を呈する土壌が認められる。

平塚事業区の土壌(以後熱海土壌と呼ぶ)は，岩戸山中腹の支陵線上において，そのような玄武岩類を

母材とする士壊を採取したものである。

したがって天城，熱海両土壌とも，暗赤褐色の土色Lt下層の母材層に近づくほど彩度を増し両土壌の

断面内から産する石礁は，前者では安山岩から，また後者では玄武岩からなり，下層にいくほどその量を

増し，しかもそれらはL、ずれも表層部あるいは内部まで暗赤褐色に変質していた。

このように両土壊とも熱水風化により暗赤褐色を呈する変質岩石を母材にしたものであり， I林野土壌

の分類(1975 年)J叫による火山系暗赤色土に相当するものである。

4-2 形態的特徴と土壊型の区分

土壌調査地点の環境条件ならびに土壊断面の形態的特徴の概要は Table 2 のとおりである。

両土壌は，いずれも比較的乾燥の影響を受けやすい尾根に近い所に位置しているが A。層の発達は貧

弱である。天城士壊では，落葉落枝が粗に堆積した薄い L 層と，細屑状の F 層がレンズ状に認められる程

度であり，また熱海土壌で、は，落葉落枝が粗に堆積した薄い L 層が認められる程度に過ぎなL 、。これは両
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Table 2. 供試土壌の断面形態の特徴および環境条件の概況

Profile descriptions and general environmental conditions of the soils. 

断面番号 地海 抜 高形
Profile 層 位深 さ 土 色 t蕎 ま、企旦と 母 キオ 植 生
No. Thickness Parent 採A 取地
土壌型 Ititude 
Type of Horizon (cm) Color Structure material Vegetation Topography 
soil Location 

A 0"-'12 5YR 2/4 粒状，弱塊状 |クロマツ 560m 

B, 12,,-, 20 5YR 4/4 弱粒状，弱塊状l輝石石英 ア カ マ ツ尾根上の鞍部
天城土壌 B. 20"-'40 5YR 哨単位一寸ナラ銅版醐

Bs-C 40 ,,-, 65 2.5YR 4/4 単 粒 状 ヒサカキ島町天城事業区
vDRo(dl C 65"-' 10R 4/3 I ソ ヨ ゴ 97 林班

A 団粒状，弱塊状 ヒノキ 350m 

2 B, 日o !5YR 3/4 弱 塊 状玄武岩熔岩ヤマハギ張肩 り出し尾根の
B. 20 ,,-, 30 15YR 3/6 かベ状 コナラ

熱海土壌
30~5515YRM/6 静平塚岡事県熱業海区市Bs サルトリイノf ラ

C |ト I，;.-;~~' ;附 25 林班

調査地とも前述のように温暖湿潤な気候条件下にあることから，土嬢動物や微生物の働きが活発で、'有機

物の分解が速やかに進むからと考えられ，特に熱海土壌においては後述するように，土壌が塩基に富んで

いることも土壌生物による分解作用を高める一つの要因になっているものと考えられる。

次に形態的性質のうちで最も特徴的なものの一つで、ある土色についてみると，天城土壌では腐植に富む

A層は極暗赤褐色であるが， B1 層以下では赤褐~にぶL、赤褐色を呈し，また熱海土壌て、は腐植にやや富む

A層はにぶい陪赤褐色を，そして B1 層以下では暗赤褐色を呈する。しかも両土壌とも前述のように，下

層の母材層に近づくほど彩度を増す。

また土壌構造で、は，天城土壌はA層に粒状ならびに弱度の塊状構造が認められるが， B，層以下では単粒

状の無構造状態を呈し，また熱海土壌はA層に弱度の団粒状が，そして B，層に徴弱な塊状構造が認めら

れるが， B. 層以下ではかなり綴密なかベ状構造を皇する。

このように下層部では前者においては単粒状の，後者においてはかべ状の無構造状態と全く正反対の状

態を呈するが，これは後述するように土性が前者で、は全般的に砂質土質て、あり，後者では全般的に粘土質

であることが強く影響しているものと思われる。

以上のように両土壌とも表層部では主として現在の気候や植生などの自然環境要因によるとみられる

ん層や土壌構造が発達しているが，下層土は母材に由来する暗赤褐色の色調を呈し，無構造状態を呈す

る。したがって，それらん層や土壌構造の種類や発達程度および下層土の色調から，天城土壌では「林

野土壌の分類(1975 年)Jめによる適潤性火山系陪赤色土(偏乾亜型) (v DRo(dl) に， また熱海土壌では

適潤性火山系陪赤色土 (v DRo) にそれぞれ分類される。

4-3 粒径組成

供試土壌の粒径組成は表 3 に示すとおりである。

天域土壌では， A層を除いて砂画分の占める割合が非常に高く，特に B. 層以下では砂画分の占める割

合が 76~81%と高く，しかも粗砂画分が細砂画分よりもはるかに多いことから， B2 層以下においては風
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断面番号
Profile No. 
土壌型
Type of 
soil 

層位

Horizon 

天城土壕

C
 

A

ロ
叫
弘
臥C

V DRo{di 

2 
A
E
叫
ロ
叫

熱海土壌

。 DRo B. 
C 

Table 3. 粒径組成(乾土当たり%)

Mechanical composition (% on dry basis). 

石少 Sand 

35.4 

38. ヲ

58.0 

59.6 

49.9 

一 29

性土土

Texture 

21. 8 

17.0 

9.8 

lC 

SCl 

76.1 

13.5 

12.7 

9.9 

9. ヲ

8.7 

24.9 

25.3 

30.9 

34.5 

37.7 

38.4 

38.0 

40.8 

44.4 

46.4 

27.1 

18.8 

SL 
SL 

12.1 

7.8 

7.8 

29.4 I 32. 3 I lC 

30. 9 I 31. 0 I lC 

SL 

lC 

29.0 

30.7 

lC 

CL 

26.6 

22.8 

化が進んでいないようである。

これに対して熱海土壌では，逆に粘土画分や徴砂画分の占める割合が全体的に高く，かなり風化が進行

していることをうかがわせる。またこの土壌においてもその程度は天城土壌ほど顕著ではないが，下層か

ら表層にいくにつれて粘土両分含有率が増大している。これは表層程風化作用が活発に行われていること

を反映しているものと思われる。

また下層にいくほど両土壌の土性の差が顕著になるのは，両土壌の母材の粒径組成がもともと大きく異

なっていたことを想定させる。

このように天城土壌と熱海土壌では下層部における粒径組成に大きな相違はあるが，いずれも断面内に

おける粘土分布は表層から下層に向って順次減少しており B層に粘土含有率の極大値が認められないこ

とから，両土壌とも粘土の移動集積作用あるいは表層における粘土の流亡はなかったものと推定される。

4-4 理学性

理学性の分析結果は Table4 ~;こ示すとおりである。天城士壌ではA層と B1 層で全孔隙率および最大容

水量が高く， したがって固相率が低く容積重も小さいが，それ以下の層では全孔際率および最大容水量が

減少し，間相の占める割合が増大し，容積重も大きくなっている。

これに対して，熱海土壌では全孔隙率，最大容水量，固相率および容積重とも表層から下層まで全般的

にほぼ同じような傾向を呈する。

また孔隙組成で、は，天城土壌では全層とも細孔隙より粗孔隙が大きい割合を呈するのに対して，熱海土

壌では逆に粗孔隙より細孔隙の方が大きい{直を呈する。また最小容気量では，天城土壌ではかなり大きい

値を示すのに対して，熱海土壌では小さい。

このように lðij土壌の問で、物理性に関するいろいろな性質や断面内傾向に相違がみられる。

そのうち，天城土壌における全孔隙率，最大容水量，固相率および容積重などが，表層と下層で異なっ

ているのは，同土壌表層においては粘土含量が比較的高く，土壌構造が発達していることに主として起因

するものと忠われる。しかし熱海土壌のように，それらが表層から下層までほぼ同じような値を示してい
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るのは，前述のように同土壌の構造の発達が弱度であり，しかも同土壌では徴砂以下の細粒画分の合有量

が高いことが大きく影響しているものと考えられる。

4-5 化学的性質

供試土壌の一般化学的性質は Table 5 に示すとおりである。

炭素含有率は，天城土壌の方が熱海土壌より総体的に高く，前者における方が腐植の集積が比較的進ん

でいることを示しており， C/N 比も前者における方が概して大きい値を呈する。また前述のように，熱

海土壌の方が天城土壌よりも A。層や表層の構造の発達が比較的貧弱で、あることとあわせ考えると，熱海

土壌においては前生植生を皆伐しヒノキの人工林化に伴い，土壌表層が乱され一部流亡したことも想定さ

れる。

pH (H20) は，両土壌とも全層的にやや強い酸性を呈しいずれも下層から表層にいくにつれてやや低

くなっている。これに対して pH(KCl)は，天城土壌においては下層から表層にいくにつれて微弱ではあ

るが低くなり，また熱海土壌で1主逆に微弱ではあるが上昇し，いずれも A層では 3.7 となっている。

CEC は両土壌とも 29. 56~58. 87 m. e と比較的大きいが， 両者の比較では熱海土壌の方が天城土壌よ

り全体的に大きい。

置換性カノレシウムおよびマグネシウムについては，同土壊のいずれの層位においても置換性マグネシウ

ムの方が置換性カノレシウムより多い。

また両土壌間では，天城土壌ではいずれの層位においても置換性カルシウムおよびマグネシウムの含有

率が極めて低いのに対して， 熱海土壌ではいずれの層位においても両者の含有率がかなり高い。 したが

って (Ca十 Mg) 飽和度も天城土壌では全層とも 7%以下と低いが，熱海土壌ではかなり高く， 特に下層

では50%以上を呈し，いわゆる塩基系暗赤色土に相当するほどである。

このように同ーの土層内においていずれも置換性マグネシウムが置換性カルシウムよりも多く，また両

士壊における量的比較では，前者より後者の方が多く，かつ塩基飽和度も高い傾向は，両土壌の母岩であ

る猫越輝石石英安山岩類および天照山玄武忠類の特質が強く反映された結果と推定される。

以上のような一般化学的性質の珂断面内における下層から表層へかけての変動の傾向は，両土壌の出発

物質である母材に，気候・植生・動物などの土壌生成因子の作用が加わった結果を反映しているものであ

り，それらの傾向は現在の気候・植生下における土壌生成作用の方向を示唆しているものと思われる。

4-6 遊離酸化物

遊離酸化鉄および遊離酸化アルミニウムについての分析結果は Table 6 に示すとおりである。

遊離態の酸化鉄含量の指標とされる Jackson 法可溶鉄含量 (Fed) は，天城土壌で 2~4%，熱海土壌

では 4~5%と後者の方が多いが， それらの全鉄に対する割合 (Fed/FeT) は， 天城土壌の B3-C 層で

0.53 と高いほかは，いずれもほぼ 0.4 内外であり，天城土壌の B3一C 層以外の層では全鉄の大部分はま

だ非遊離態のものであり，両土壌とも遊離酸化鉄の生成はそれ程進んでいないとともに，その程度はほぼ

同じであると，思われる。これに対して前述のように天城土壌では下層では砂質であるが，表層にいくほど

粘土質となるしまた熱海土壌では全層とも一様にかなり粘土質であるなど，いわゆる粘土生成作用では，

前者では表層ほど進んでおり，また後者では全層とも一様に進んでいるなど，断面内あるいは土壌間でそ

の進展程度に大きな相違が認められる。

このように両土壌において，粘土生成作用と遊離酸化鉄生成に関する風化作用の進展程度が大きく異な
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Table 5. 一般化学的性質(乾士当り)
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Table 6. 遊離般化物(乾士当たり%)

Free sesquioxide (on dry basis %). 
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るのは，雨風化作用に関与する鉱物の種類やその性質が異なっており，前者では鉄含量の少ないたIsic な

比較的易風化性の鉱物が，また後者では磁鉄鉱のような鉄含量の高い難風化の鉱物が主として関与した結

果であると推定される '3)。

したがって，両土壌の母材が形成されたと推定される熱水風化作用は，それらの難風化性の鉱物を風化

させるほどではなかったことが推定される。

次に遊離酸化鉄の脱水すなわち結晶化の指標とされる Tamm 法可溶鉄と Jackson 法可溶鉄の比いわゆ

る活性度 (Fe ，/Fed) についてみると，両土壌とも表層で大きく下層にいくほど小さくなっており，下層

ほど遊離酸化鉄の結晶化が進んでいることがわかる。 しかしその程度には若干の差があり， 熱海土壌の

B3 や C 層より， 天域土壌の B3-Cや C層の方が小さく，結晶化が高いようであるが， いずれにしてもこ

れらの値は結晶化の程度が高いといわれている赤黄色土の下層と比較して遜色がない。またA層ではL 、ず

れも活性度が大きい値を示すが，これは Jackson 法可溶鉄に比べて Tamm 法可溶鉄が増大したためで、

あると思われることから，表層においては現在の気候・植生条件下で、加水作用が進行し，遊離酸化鉄の非

品質化が進行しているものと思われる。

次に遊離酸化アルミニウムについてみると，両土壌とも活性度は大きく，層位によっては 1 以上のもの

もある。この原因については不明であるが，両土壌中の遊離酸化アルミニウムの結晶化は進んでし、ないこ

とは明らかである。

4-7 粘土画分中の主要な鉱物

両土壌の粘土画分中の主要な一次および二次鉱物に関する分析結果は Table 7 に示すとおりである。

両土壌ともアルミニウム・パーミキュライトが全層に認められる。 1 : 1 型のカオリン系のものは，天城

土壌では全層に認められるが，熱海土壌ではA層と B，層においてのみ認められ. B2 層以下では各層とも
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Table 7. 粘土函分中の主な鉱物

Main minerals of c1ay fraction. 

石 英 11: 1 型カオリン!アルミニウム・|長
ノtーミキュライト

1 : 1 type Aluminium. 
Quarts Kaoline Vermic山| Feldspar 

+ 十 サ+

+ + + 
+ + + 
ｱ 十 + 
+ 十 + 

土 十 十 +十

+ + 十 +十

十 士 + +十

+ 士 + ++ 
+ ｱ + ++ 

朴:富む abundant，十:普通 common，土:痕跡 trace，一:無し none

痕跡に過ぎない。

石

また，長石類については，熱海土壌では全層においてかなりの量が認められるのに対して，天城土壌で

はいす'れの層位においても全く認められない。このような傾向は，次報で報告予定である徴細形態学的特

徴を研究するための，両土壌の未撹乱試料から作製した土壌薄片の観察においても認められている。この

ように，両土壌は火山活動に伴う熱水風化による変質物を母材としながら，一方では長石類が土壌中に全

く認められないのに対して，他方ではかなりの長石類が認められるなど，両土壌の聞に長石類の風化に関

して非常に大きな差違が認められている。

これは，両土壌の現在の環境条件にそれほど大きな差違がみられないこと，および長石類の有無に関す

る両土壌の違いは， A ,,-, C 層まで断面全体に認められる傾向であることなどから， この違いが土壌生成作

用の一環としての風化作用によって形成されたものとは到底考えられず，むしろ両土壌の母岩が火山活動

に伴う熱水風化を受ける段階で生じた差違が，そのまま両士壌に受け継がれたものと考えられ，両土壌の

母材を形成した熱水風化作用になんらかの相違点があったことが推定される。

5. 総合考察

天成および熱海地域で採取した猫越輝石石英安山岩類および天照山玄武岩類を母岩とし，土層が熱水風

化によると思われる暗赤褐~にぶい赤褐色を呈する天城土壌ならびに熱海土壌について，その理化学的な

らびに鉱物学的性質について検討を加えたが，それらは，表層における土壌構造， CおよびN含有率 pH，

遊離鉄の活性度などのように，気候，地形，植物，動物などの自然環境要因とより密接に関係があるもの

と，粒径組成，孔隙組成， CEC，塩基飽和度，遊離鉄の生成程度や形態などのように，出発物質である母

材とより密接な関係があるものの二つのグループに分けることができる。そのうち前者は両土壌がそれら

の近辺に成帯的に分布する褐色森林土に類似することを示唆するものと思われるが，まだその発現状態が

微弱であり，両土壌の性質を本質的に左右するようなものはほとんどすべて後者に由来するものに占めら
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れている。

L たがって，両土壌とも，褐色森林土地帯内に発達する熱水風化物を母材とする成帯内性土壌と考えら

れる。

それら両土壌の各種性質を赤色土のそれと比較すると，熱帯や亜熱帯のような気候条件下におけるアリ

ッ卜化作用により生成されたといわれる赤色風化物を母材とする赤色土は，一般に脱塩基，脱珪酸が進み

CEC や塩基飽和度が低く，かつ遊離酸化鉄の結晶化も進んでいるのに対して，熱水風化物を母材とする火

山系陪赤色土では，遊離酸化鉄の生成や結品化の程度は赤色土とほぼ同じであるが， CEC は比較的大き

く，また塩基飽和度では赤色土よりはるかに高いものもある。したがって，赤色土の主たる生成要因であ

るアリット化作用と火山系陪赤色土の主たる生成要因である熱水風化においては，遊離酸化鉄の生成と結

品化に関しては軌をーにしているようであるが，脱塩基，脱珪酸などその他に関してはメカニズムが全く

異なるようである。このメカニズムの相違が両土壌の諸性質の相違の根本的な要因であり，そのメカニズ

ムは後者においては前者におけるよりもはるかにノミラエティに富んで、いるものと推定されるが，それらに

ついては今後の検討が必要である。

また火山系陪赤色土とその他の暗赤色土との比較では，遊離酸化鉄の生成や結晶化の程度がほぼ等しく，

CEC が比較的大き L、点も類似しており，また塩基飽和度が低いものから高いものまであるなど共通点も

あるが，物理性に関しては，火山系暗赤色土の方が他の暗赤色土町10)11 )1 2) より一般に良好のようである。

しかし暗赤色士全般にわたってその生成に関してはまだ不明な点が多く，詳しい対比は不可能である。し

たがって，当面は現行のように火山系暗赤色土を陪赤色土群の中の一つの斑群として取り扱うのが妥当で

あろう。そして今後の研究の進展によっては，火山系陪赤色土をその他の陪赤色土のように，塩基系と非

塩基系に灰分する必要があるものと考えられる。

おわりに，この研究を進めるに当たり，現地調査においてお世話になった林業試験場土じよう部土じよ

う第 2 研究室主任研究員鷹見守兄氏，地質研究室員三浦覚氏に，またこの報告をとりまとめるに当たり，

暖かく励ましご指導いただし、た土じよう部長原田洗氏，土じよう調査科長久保哲茂氏および地質研究室長

丸山明雄氏に心から感謝の意を表します。
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Genesis and Classification of Volcanogenus Dark Red Soils (1) 

-Physical, chemical and mineralogical properties of Volcanogenus dark red soils 

。.f Amagi and Atami districts in Shizuoka prefectureー

Fumiko YAMBElll and Hisayoshi YAGII2l 

Summary 

In order to clarify the properties and the genesis of Volcanogenus dark red soils, these soils 

which have been developed from dark red colored material formed from andesitic and basaltic lavas 

respectively by the hydrothermal alteration caused by volcanic activities were sampled within the 

alteration zone in the volcanogenus hilly region southward of Amagi-Yugashima-cho and at the 

mountainside of Iwato volcano (724.3 m) in Shizuoka prefecture. And their physical, chemical 

and mineralogical properties were analyzed. 

As the result, the morphology of Ao layer, and some chemical and physical properties of surｭ

face horizon such as soil structure, contents of organic carbon and nitrogen, pH and activities of 

free iron oxides were related slightly to the natural environm巴ntal conditions such as climate, veｭ

getation and topography, as those properties were more or less immature. 

And the other soil properties such as porosity composition, cation exchange capacity, base 

saturation, particle size distribution and activities of free iron oxides were closely related to the 

hydrothermally altered parent materials. Therefore, both soils were classified into intrazonal soils 

developed in the brown forest soil zone in central ]apan 

Comparing those two Volcanogenus dark red soils to Red soils and the other Dark red soils, 

the characteristics of free iron oxides were almost the same among all of them, but the Volcanoｭ

genus dark red soils had larger cation exchange capacity and higher degree of base saturation than 

Red soils and better physical properties than the other Dark red soils. 
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